
内容

２月３日 月令和７年

『再生可能エネルギーを『再生可能エネルギーを
知ろう、学ぼう』知ろう、学ぼう』

地域再エネワークショップin但馬

地域からの脱炭素社会実現を目指し、毎年各地域で開催しているワークショップ。地域からの脱炭素社会実現を目指し、毎年各地域で開催しているワークショップ。
今年は但馬でさまざまな再エネについて導入事例などを紹介します。今年は但馬でさまざまな再エネについて導入事例などを紹介します。

　場　　所： 但馬県民局豊岡総合庁舎301会議室
　　　　　　（兵庫県豊岡市幸町７−１１）
　開催方法：ハイブリッド方式（現地＋オンライン）
　参加対象：再エネにご関心のある団体、県民の方
　定　　員：75人（現地：25人、WEB：50人）
　参  加  費：無料

１．主催者挨拶、兵庫県の再エネ支援について
２．講演「持続可能な地域に向けた木質バイオマス熱利用のあり方」
　　             講師：NPO法人バイオマス産業社会ネットワーク
３．事例発表　①木質バイオマス熱利用の導入事例と今後の展開について
　　　　　　　　発表者：一般社団法人徳島地域エネルギー
　　　　　　　②地域資源を活用した水力発電について
　　　　　　　　発表者：株式会社鴻池組
　　　　　　　③「農業×環境」 農業者から見たソーラーシェアリング
　　　　　　　　発表者：株式会社坪口農事未来研究所
４．質疑応答・意見交換

13:30～16:00（受付 13:00）

【主催】【主催】

日時：



■ 問い合わせ・申込先：兵庫県環境部環境政策課温暖化対策班■ 問い合わせ・申込先：兵庫県環境部環境政策課温暖化対策班
　　　　　　　　　　　　　　      TEL：078-362-3273TEL：078-362-3273    FAX：078-382-1580FAX：078-382-1580
                                                E-mail:kankyouseisakuka@pref.hyogo.lg.jpE-mail:kankyouseisakuka@pref.hyogo.lg.jp

講師プロフィール講師プロフィール 団体プロフィール①団体プロフィール①

団体プロフィール②団体プロフィール② 団体プロフィール③団体プロフィール③

株式会社坪口農事未来研究所
豊岡市神美地区で水稲稲作を中心に34haの農地で営
農活動をしている農業法人です。
弊社では「地域の豊かな自然や社会環境から明日の
農業を考える」をテーマに農業にまつわる様々な課
題を解決をしながら未来の農業、持続可能な農業の
姿を追い求めています。最新のスマート農業は
もちろんソーラーシェ
アリング等も利用しな
がら環境に優しい農業
にチャレンジしていま
す。

株式会社鴻池組

一般社団法人徳島地域エネルギー

■お申込み方法：①または②により、令和７年１月27日（月）までにお申し込みください。
・WEB参加の方には、前日までに参加用のURL等をお送りします。
・会場の都合上、会場希望の方をWEB参加に変更させていただく場合がございます。
・その際は事前にご連絡しますので、あらかじめご了承ください。

①以下URLまたは右側のＱＲコードにアクセスの上、お申込みください。
 https://forms.office.com/r/MfxABB0njC

②以下の申込フォームにご記載のうえ、メールまたはＦＡＸでお送りください。

鴻池組は1871（明治4）年に大阪で創業した総
合建設会社です。土木・建築事業を中心に、地
球環境に配慮した社会資本の整備や街づくりを
通じて、社会に貢献してくことを目指していま
す。経営理念『社会と共に「豊かな地球」と
「輝く未来」を築きます』のもと、カーボンニ
ュートラルを実現するため地域に根差した再生
可能エネルギー事業を推進
しており、小水力発電や国
産間伐材を利用した木質バ
イオマス、バイオガス発電
に注力しています。

NPO法人バイオマス産業社会ネットワーク
バイオマス産業社会ネットワークは、林地残材
や農業残さなどのバイオマス資源の社会的・生
態的に適切で、持続可能な利用促進により、循
環型社会の実現に資することを目的に、1999年
に設立されました。月１回の研
究会（セミナー）やシンポジウム
の開催、バイオマス白書の発行
など、調査研究・普及啓発活動を
行っています。近年は、バイオマ
スの持続可能な利用や地域でのバ
イオマスの産業用熱利用の普及
などに力を入れています。

徳島地域エネルギーでは、再生可能エネルギー
の普及と事業化を担っており、これまで太陽光
発電12か所、小水力発電1か所をコーディネート
しました。2015年からは、木質バイオマス熱利
用を推進するため、全国18か所でボイラー施設
の導入を支援しました。
現在は、北摂地域の里
山を活用し、燃料づく
りから施設設置まで一
貫した取り組みを行っ
ています。


